
平
成
三
十
年
十
一
月
八
日
提
出

質

問

第

四

四

号

原
発
か
ら
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
放
射
線
防
護
施
設
の
約
四
分
の
一
が
危
険
区
域
に
あ
る
こ
と
に
関
す
る

再
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子

44



原
発
か
ら
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
放
射
線
防
護
施
設
の
約
四
分
の
一
が
危
険
区
域
に
あ
る
こ
と
に
関
す
る

再
質
問
主
意
書

原
発
か
ら
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ
る
放
射
線
防
護
施
設
の
約
四
分
の
一
が
危
険
区
域
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
原
発

再
稼
働
が
容
認
さ
れ
る
の
は
行
政
府
お
よ
び
立
法
府
の
怠
慢
で
あ
る
と
し
て
、
「
原
発
か
ら
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
放
射

線
防
護
施
設
の
約
四
分
の
一
が
危
険
区
域
に
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
以
下
、
前
回
の
質
問
主
意
書
）
を
提
出

し
、
政
府
答
弁
書
を
受
け
取
っ
た
が
、
不
明
点
が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
で
、
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
と
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
は
「
人
の
生
命
又

は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
の
区
域
」
に
は
該
当
し
な
い
と
の
見
解
を
政
府
は
認
め
た
。
つ

ま
り
、
「
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

�

「
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
」
区
域
に
放
射
線
防
護
施
設
が
あ
る
と
分
か
っ
て
い
て
、
原
発

再
稼
働
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
誰
の
責
任
な
の
か
。

�

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
ま
た
は
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
の
放
射
線
防
護
施
設
を
頼
り
に
す
る
住
民
の
「
生
命

又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
な
い
」
よ
う
に
確
保
す
る
の
は
、
誰
の
責
任
な
の
か
。

一



二

前
回
の
質
問
主
意
書
に
対
し
て
、
政
府
は
「
浸
水
想
定
区
域
」
、
「
津
波
浸
水
想
定
区
域
」
に
つ
い
て
は
、
「
対
象
施
設

の
構
造
等
を
考
慮
し
て
個
々
に
判
断
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
が
、
「
構
造
等
を
考
慮
」
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
が
定
か

で
は
な
い
。

�

個
々
に
判
断
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
「
浸
水
想
定
区
域
」
に
あ
る
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
北
海
道
共
和
町
）
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
の
り
の
里
共
和
（
北
海
道
共
和
町
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
Ｍ
Ａ
Ｏ
（
茨
城
県
日
立
市
）
、

障
害
者
支
援
施
設
ピ
ュ
ア
里
川
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）
、
杉
田
玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
（
福
井
県
小
浜
市
）
、
介
護

老
人
保
健
施
設
ア
ク
ー
ル
若
狭
（
福
井
県
小
浜
市
）
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
鳥
取
県
米
子
市
）
、
姫
島
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
ま
ゆ
う
（
福
岡
県
糸
島
市
）
、
薩
摩
川
内
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
の
九
件
、
お
よ

び
「
津
波
浸
水
想
定
区
域
」
に
あ
る
神
恵
内
村
役
場
新
庁
舎
（
北
海
道
神
恵
内
村
）
、
田
代
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宮

城
県
石
巻
市
）
、
福
井
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
（
福
井
県
小
浜
市
）
、
社
会
福
祉
法
人
伊
方
社
会
福
祉
協
会
つ
わ
ぶ
き
荘

（
愛
媛
県
伊
方
町
）
、
伊
方
中
央
公
民
館
（
愛
媛
県
伊
方
町
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
瀬
戸
あ
い
じ
ゅ
（
愛
媛
県
伊
方

町
）
、
大
島
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
八
幡
浜
市
役
所
庁
舎
（
愛
媛
県
八
幡
浜
市
）
、
宇
和
島
市
立
旧
嘉
島
小
学
校
（
愛
媛

県
宇
和
島
市
）
の
九
件
、
計
十
八
件
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

二



�

十
八
件
の
う
ち
「
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
の
区
域
」
で
あ
る
と
政
府

が
確
認
し
た
施
設
は
あ
る
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
構
造
等
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
か
ら
、
「
人
の
生
命
又
は
身
体
に

危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
な
い
」
と
判
断
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

前
回
の
質
問
主
意
書
で
は
、
放
射
線
防
護
施
設
が
「
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

土
地
の
区
域
に
立
地
す
る
こ
と
」
を
、
原
子
力
災
害
対
策
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
だ
け
で
は
な
く
、
法
律
で
も
義
務
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
を
尋
ね
た
が
、
政
府
は
「
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
土
地
の

区
域
」
の
外
に
立
地
す
る
場
合
に
は
、
「
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
但
し
書
き
規
定
が
あ
り
、
「
放
射
線

防
護
対
策
等
事
業
は
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
、
法
律
の
義
務
付
け
は
考
え
て
い
な
い
と
答
弁
し
た
。

「
適
正
に
実
施
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。

四

前
回
の
質
問
主
意
書
で
は
、
政
府
が
原
子
力
災
害
対
策
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
で
求
め
た
原
則
が
遵
守
さ
れ
な
い
ま

ま
、
再
稼
働
を
容
認
す
る
の
は
何
故
か
を
尋
ね
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
四
国
電
力
の
伊
方
原
発
が
所
在
す
る
伊
方
地

域
の
緊
急
時
対
応
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
防
護
施
設
の
記
載
が
含
ま
れ
、
こ
れ
が
伊
方
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会
に
お
い

て
、
「
具
体
的
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
」
、
そ
の
結
果
が
「
原
子
力
防
災
会
議
に
報
告
さ
れ
、
了
承

三



さ
れ
た
」
と
し
か
答
え
て
い
な
い
。

�

伊
方
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
緊
急
時
対
応
に
は
、
記
載
さ
れ
た
「
放
射
線
防
護
施
設
」
十
四
件
の
う

ち
十
二
件
が
危
険
区
域
に
あ
る
こ
と
の
記
載
は
あ
る
の
か
。

�

伊
方
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
緊
急
時
対
応
が
、
原
子
力
防
災
会
議
に
報
告
さ
れ
て
了
承
さ
れ
た
際
に

は
、
「
放
射
線
防
護
施
設
」
十
四
件
の
う
ち
十
二
件
が
危
険
区
域
に
あ
る
こ
と
の
報
告
も
行
わ
れ
た
の
か
。

五

前
回
の
質
問
主
意
書
は
、
「
縦
割
り
の
弊
害
を
排
し
た
原
子
力
防
災
体
制
の
一
体
化
を
、
政
府
は
い
つ
ま
で
に
実
現
す
る

の
か
。
す
で
に
実
現
し
た
と
考
え
て
い
る
の
か
」
を
尋
ね
た
が
、
政
府
の
答
弁
は
、
原
子
力
防
災
会
議
の
副
議
長
に
原
子
力

規
制
委
員
長
を
充
て
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
「
同
会
議
と
原
子
力
規
制
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
原
子
力
防
災
対
策
に
取

り
組
む
体
制
と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
体
制
下
で
開
催
さ
れ
た
原
子
力
防
災
会
議
で
、
放
射
線
防
護
施
設
の
約
四
分
の
一
が
危
険
区
域
に
あ
る
こ
と
が
言
及

さ
れ
、
原
子
力
防
災
対
策
が
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
言
及
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
ど

の
よ
う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

六

前
回
の
質
問
主
意
書
で
、
「
危
険
区
域
に
放
射
線
防
護
施
設
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
防
災
計
画
を
確
実
に
実
施

四



す
る
上
で
妥
当
性
、
実
行
可
能
性
が
確
認
で
き
て
い
る
状
態
だ
と
政
府
が
考
え
る
根
拠
」
を
尋
ね
た
が
、
政
府
は
放
射
線
防

護
施
設
に
つ
い
て
は
「
必
ず
し
も
地
域
防
災
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

地
域
防
災
計
画
に
位
置
付
け
な
い
と
し
た
ら
、
危
険
区
域
に
立
地
す
る
放
射
線
防
護
施
設
を
頼
り
に
す
る
住
民
の
安
全
は

誰
が
確
保
す
る
の
か
。

七

前
回
の
質
問
主
意
書
に
対
し
て
は
、
「
『
立
地
問
題
の
解
消
に
つ
い
て
協
議
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
な
い
た

め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
」
で
あ
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
の
で
、
質
問
を
し
直
す
。

安
倍
内
閣
は
、
伊
方
原
発
か
ら
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ
る
伊
方
町
十
件
、
八
幡
浜
市
三
件
、
宇
和
島
市
一
件
、
計

十
四
施
設
の
う
ち
十
二
施
設
は
危
険
区
域
に
立
地
し
て
い
る
事
実
を
共
有
し
、
対
応
策
に
つ
い
て
、
こ
の
一
町
二
市
と
相

談
、
協
議
、
懇
談
、
話
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
い
つ
行
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

八

前
回
の
質
問
主
意
書
で
は
「
原
子
力
事
業
者
が
行
う
防
災
訓
練
」
の
「
実
効
性
を
確
保
す
る
」
よ
う
求
め
た
参
議
院
の
附

帯
決
議
が
ど
う
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
、
「
『
複
合
被
害
の
避
難
訓
練
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る

の
か
』
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
の
で
、
質
問
を
し
直
す
。

原
発
事
故
と
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
や
津
波
、
ま
た
は
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
同
時
に
起
き
た
想
定
で
避
難
訓
練
を
行

五



う
と
し
た
ら
、
危
険
区
域
に
立
地
す
る
放
射
線
防
護
施
設
で
は
、
被
ば
く
覚
悟
で
浸
水
や
土
砂
災
害
か
ら
避
難
す
る
訓
練
を

す
る
の
か
、
放
射
線
防
護
の
た
め
に
施
設
内
に
留
ま
っ
て
浸
水
や
土
砂
災
害
に
備
え
る
訓
練
を
す
る
の
か
。

九

世
耕
弘
成
大
臣
は
平
成
三
十
年
五
月
二
十
三
日
の
参
議
院
本
会
議
で
「
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
高
い
独
立
性
を
有

す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
っ
て
、
科
学
的
、
技
術
的
に
審
査
し
、
世
界
で
最
も
厳
し
い
レ
ベ
ル
の
新
規
制
基
準
に
適
合

す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
判
断
を
尊
重
し
、
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
再
稼
働
を
進
め
る
と
い
う
の
が
政
府
の
一
貫

し
た
方
針
で
す
」
と
答
弁
し
た
が
、
前
回
の
質
問
主
意
書
で
「
放
射
線
防
護
施
設
が
危
険
区
域
に
立
地
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
審
査
対
象
と
な
ら
ず
、
原
発
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
国
は
あ
る
の
か
」
「
政
府
が
知
り
え
る
範
囲
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
「
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
は
承
知
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
た
。

そ
れ
で
は
、
世
耕
弘
成
経
済
産
業
大
臣
は
承
知
し
て
い
る
の
か
。

原
田
義
昭
原
子
力
防
災
担
当
大
臣
は
承
知
し
て
い
る
の
か
。

安
倍
晋
三
首
相
は
承
知
し
て
い
る
の
か
。

も
し
も
、
諸
外
国
に
お
い
て
放
射
線
防
護
施
設
が
危
険
区
域
に
立
地
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
を
稼
働
さ
せ

て
い
る
国
の
存
在
を
、
担
当
閣
僚
も
首
相
も
原
子
力
規
制
委
員
会
も
承
知
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
を
根
拠
に
「
世
界

六



で
最
も
厳
し
い
レ
ベ
ル
の
新
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
」
「
再
稼
働
を
進
め
る
」
と
言
っ
て
き
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。

七


